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第 4 章 調査結果 

4.1 機械ボーリング結果 

 
調査地では地盤構成や土質性状を把握するために標準貫入試験を伴う機械ボーリングを実施し

た。機械ボーリングの結果は標準貫入試験結果と合わせて「ボーリング柱状図」を作成して、巻末に

収録してある。 

前項に述べた文献・資料等を基に調査地の地盤は次表のように大別される。 

なお、砂質土の相対密度や粘性土のコンシステンシーは表-4.1.2、表-4.1.3 を基準とした。 

 

 

表-4.1.1 調査地の層序表 

※1.統計上の測定Ｎ値の最大は土砂で 50、岩盤で 300(換算Ｎ値)とした。 

 

実測したＮ値を地層毎にまとめ、頻度分布曲線を作成したものを図-4.1.1 に示す。 

 

表-4.1.2 砂の相対密度、内部摩擦角とＮ値の関係(Terzaghi and Peck,Meyerhof) 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質時代 土質名 記号
N 値の範囲

(平均) 

層厚 

(m) 
主な特徴 

第
四
紀 

完
新
世 

盛土(粘性土) B 
5 

(5) 

0.95 

～ 

1.60 

礫混じりプリンサイト主体。砕

石、角礫が混入する。含水

少、粘性中位。 

礫混じり砂 Asg 
4～18 

（10.9） 

4.90 

～ 

6.05 

粗砂～中砂主体。シルトが

少量混入する。サンゴ礫、貝

殻片が混じる。含水中位～

多い、粘性小。 

礫混じり粘性土 Acg 
0～1 

（0.5） 
4.00 

非常に軟らかいシルト・粘土

主体。サンゴ礫、岩起源礫が

混じる。含水多い、粘性中

位。 

古
第
三
紀 

始
新
世 

強風化岩 vwTb
9～23

（12.6） 
5.10 

細礫～粗砂上を呈し、部分

的に岩組織が残る箇所があ

る。指力で容易に潰れ、シル

ト状を呈す。 

凝灰角礫岩 Tb 
300 

（300） 

2.04 

～ 

2.42 

主に短柱状コアで採取され

る。最大コア長 30cm 程度。

岩質はやや硬くハンマーの

普通程度の打撃で割れる。 

Ｎ値 
相対密度 Dr=（emax－e）/

（emax－emain） 
          

内部摩擦角 φ 

Peck Meyerhof 

0～4 非常に緩い(very loose) 0.0～0.2 28.5 以下 30 以下 

4～10 緩い(loose) 0.2～0.4 28.5～30 30～35 

10～30 中位の(medium) 0.4～0.6 30～36 35～40 

30～50 密な(dense) 0.6～0.8 36～41 40～45 

50 以上 非常に密な(very dense) 0.8～1.0 41 以上 45 以上 
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次に各地層について説明を加える。 

 

（1） 盛土(礫混じり粘性土)（B） 

   礫混じりプリンサイトからなる盛土。礫はφ8～10mm 主体、最大φ50mm 程度で、浅部で再砕

石、下部では硬質岩石起源礫が多くなる。深度と共に粗砂～中砂が混入するが、混入量は微増

する程度。B-2 付近は耕地の為、礫の混入は非常に少ない。色調は暗茶～褐～黒褐色を呈する。

含水少なく、粘性中位。 

   層厚は 0.95～1.60m を確認した。Ｎ値は 5 を示し、相対稠度は中位の値を示した。 

 

（2） 礫混じり砂（Asg） 

   サンゴ礫起源、岩起源の中粗砂主体で、サンゴ礫、岩起源礫が混入する。貝殻片が少量混入

する。全深度にシルトが少量混入する。色調は灰～白灰～暗灰色を呈する。深度と共に岩起源

の砂、礫が優勢となる。含水多く、粘性小さい。 

   層厚は 4.90～6.05m を確認した。Ｎ値は 4～18、平均Ｎ値 10.9 を示し、相対密度は緩い～中位

の値を示した。 

 

（3） 礫混じり粘性土（Acg） 

   非常に軟らかいシルト、粘土主体。φ20mm 程度のサンゴ礫、岩起源礫が混入する。深度 8m

以深から礫の混入が少なくなる。深度と共に大径のサンゴ礫から小径の岩起源礫に遷移する。色

調は暗灰色を呈する。含水多く、粘性中位。 

   層厚は 4.00m を確認した。Ｎ値は 0～1、平均Ｎ値 0.5 を示し、相対稠度は非常に軟らかい値を

示した。 

 

（4） 強風化岩(vwTb) 

   基盤岩の凝灰角礫岩が強風化した層。主にφ5～3mm 程度細礫～粗砂上を呈し、稀に岩組織

が残る部分がある。全てが指力で容易に潰れ、潰れると粘性がないシルト状を呈する。岩組織に

はφ2mm 程度の強風化白色鉱物や溶脱痕が見られる。強風化岩としては高含水比を示す。色調

は茶～茶灰色を呈する。 

   層厚は 5.10m を確認した。Ｎ値は 9～23、平均 N 値 12.6 示し、相対密度は中位の値を示した。 

 

（5） 凝灰角礫岩(Tb) 

   主に短柱状コアで採取される。コア長 10～20cm 程度で、最大コア長 30cm 程度。岩質はやや

硬く、ハンマーの普通程度の打撃で割れる。亀裂面の多くは酸化しているが、狭在物はなく、条

痕などは認められない。色調は暗青灰色を呈する。 

   層厚は 2.04～2.42m を確認した。Ｎ値は換算 N 値として全て 300 以上を示した（上限 300）。 

 

 

各地層の一般的な性状は以上の通りである。 

各地点間の地層の堆積状況を把握する為に地点間を結んだ地層想定断面図を作成し、巻末に

収録した。図-4.1.2～4.1.4 にその縮小版を示す。 

なお調査時に確認された地下水位を表-4.1.4 に示す。 
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表-4.1.4 観測地下水位 

 

 

 

 

 

地点 
観測水位 

観測日 備考 
深度 GL- m 標高 m 

B-1 

1.62 0.72 11/29 自然水位 

1.60 0.74 11/30 泥水位(作業前) 

1.76 0.58 12/1   〃 

1.53 0.81 12/2   〃 

B-2 
1.05 1.47 12/4 自然水位 

0.85 1.67 12/8 泥水位(作業前) 
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5.2 地盤の液状化判定 

     
         本調査地には、地下水位以下の沖積層が分布しているため、ボーリング地点の試料を採取し、

土質試験を実施して液状化判定を行った。 
 

5.2.1 地盤の液状化判定方法 

地震時における地盤の液状化現象について判定・考察する。 

地盤の液状化の判定を、『建築基礎構造設計指針』（2019）に従い、以下に示す方法により行

なう。判定フローは図-5.2.1.1 の通りである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.1.1 建築基礎構造設計指針による液状化判定フロー 
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5.2.2 検討条件 

      地震のマグニチュード（M）および設計用水平加速度（αmax）は， 

1)中地震による中震度のゆれを想定し M=7.0 αmax＝150 gal 

2)中～大地震による中～大震度のゆれを想定し M=7.5 αmax＝200 gal 

3)大地震による大震度のゆれを想定し M＝8.0 αmax＝350 gal  

の 3 パターンとした。物性値は、土質試験の試験値を入力した。なお、計算は「液状化判定プロ

グラム CKC-Liq ver5.6.7 中央開発㈱」を使用した。 

 

5.2.3 検討結果 

       図-5.2.3.1～図-5.2.3.6 に、建築基礎構造設計指針（2019）による液状化判定結果を示す。

検討結果をまとめたものを表-5.2.3.1 に示す。 

 

表-5.2.3.1 検討結果のまとめ 

 

 

 
中地震(中震度) 

M=7.0、α＝150gal 

中～大地震（中～大震度）

M=7.5、α＝200gal 

大地震（大震度） 

M=8.0、α＝350gal 

B-1 

安全率 

FL 

深度 6m FL=0.985 

深度 7m FL=0.497 

深度 8m FL=0.523 

深度 9m FL=0.510 

深度 10m FL=0.466 

深度 13m FL=0.949 

深度 14m FL=0.930 

 

他深度 FL>1.0 又は

該当せず 

深度 6m FL=0.682 

深度 7m FL=0.344 

深度 8m FL=0.362 

深度 9m FL=0.353 

深度 10m FL=0.323 

深度 13m FL=0.657 

深度 14m FL=0.644 

 

他深度 FL>1.0 又は該当

せず 

深度 2m FL=0.703 

深度 3m FL=0.543 

深度 4m FL=0.901 

深度 5m FL=0.811 

深度 6m FL=0.362 

深度 7m FL=0.183 

深度 8m FL=0.192 

深度 9m FL=0.187 

深度 10m FL=0.171 

深度 13m FL=0.348 

深度 14m FL=0.342 

深度 15m FL=0.678 

 

他深度 FL>1.0 又は

該当せず 

地表面最大

水平変位 

Dcy(m) 

0.36 

（液状化の程度：大）

0.41 

（液状化の程度：甚大） 

0.47 

（液状化の程度：甚大）

B-2 

安全率 

FL 

深度 5m FL=0.648 

深度 6m FL=0.877 

 

他深度 FL>1.0 又は

該当せず 

深度 1m FL=0.994 

深度 2m FL=0.820 

深度 4m FL=0.981 

深度 5m FL=0.449 

深度 6m FL=0.607 

 

他深度 FL>1.0 又は該当

せず 

深度 1m FL=0.527 

深度 2m FL=0.435 

深度 4m FL=0.520 

深度 5m FL=0.238 

深度 6m FL=0.322 

 

他深度 FL>1.0 又は

該当せず 

地表面最大

水平変位 

Dcy(m) 

0.10 

（液状化の程度：小）

0.15 

（液状化の程度：中） 

0.19 

（液状化の程度：中） 
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   構造物耐用年数中に数回は発生するであろう中地震（M=7.0、α＝150gal）において、地表面

最大水平変位 Dcy は B-1 が 0.36m、B-2 が 0.10m となった。液状化の程度はそれぞれ B-1 が

大、B-2 が小となり、特に B-1 付近においては液状化の危険度が高い。設計段階において液状

化対策の必要性について検討することが望ましい。 
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